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アイベイ・インターナショナル会社は、空気、土壌及び地下水の改善の為の修復技術に特化した

会社である。我々のこだわりは、革新的な技術の発展と適用を通じて顕著なサービスを提供する

ことである。 

選択層浸透（ＳＰＴＴ）技術は、特許の非イオン界面活性剤の使用によるＮＡＰＬ及びＭＴＢＥ

の修復を促進する。 

 

 

抜 粋 

選択層浸透技術（ＳＰＴＴ）は４種の混合と２つのプロセス（in-situ 地中処理 ex-situ 地上処

理）を油汚染層に用いる事で、微細油分を包摂させるものである。ＮＡＰＬ石油類分子は、層を

透して下方へ浸透する。 

分子レベルで微細カプセル化された石油は、水中に溶解するようになる。（すなわち、より微細で、

流動性のある物質になる）ＮＡＰＬの混合物の複雑性は、ＬＮＡＰＬ混合物（すなわち、軟質ガ

ソリン、中質ディーゼル、及び重質、Ｃ重油とＭＴＢＥ）の特殊範囲に対する選択的応用の為の

数種のＳＰＴＴの発展に帰結される。 

ＤＮＡＰＬ混合物（すなわち、ＰＣＥ、ＴＣＥ、ＴＣＡ、フタレート、ＰＣＢ、石炭及び中間タ

ール域 Pesticide）。 

ＳＰＴ分子は、高度なバイオ分解性を持つ。２７日以内に９７％分解。それらはＮＡＰＬ化学構

造に変換されないし、環境的に残留しない。 

ＳＰＴＴ混合液と石油混合物との地下での接触は、噴射井戸と噴射構造によって達成される。 

この結果、選択的微細カプセルを通じ、土壌と地下水から抽出された浮遊石油の浸透となる。抽

出井戸は、水と石油の混和した中に溶解。 

更に気相放射をして放出させるのではなく、石油の容量を減少させる。ケーススタディは、プロ

ジェクトのゴールとして１８ヶ月以内にサイトの９５％除去を達成しており、もっと小さいサイ

トでは、１２ヶ月以内に典型的に達成されている。 

ex-situ（地上処理）方式は、土壌処理の修正された coll-off 脱水単位（３０～３５㎥）に用い

られる。汚染土壌は、処理ユニット中に入れ、ＳＰＴＴ水で部分的に侵される。 

ＳＰＴＴ水相は、土壌ベット内を急速に処理する為に４時間で順回する。 

 

ケーススタディは、これは可搬式で計測出来、経済的な土壌処理方法である。 

混合液とプロセスに対し、２件の特許が 2001/Ｎｏｖ、2002/Ｍａｙに認可されている。 

 

Ivey,G.A 
空気土壌 地下水 修復 混合物 （1998） 

Ivey,G.A 
 〃  方 法 （2001） 
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１ ＩＮＴＲＯＤＵＣＴＩＯＮ 
最近のサイト修復技術とアプローチは、地下過酸化水素吹込みバイオリメディエーション、従来

型のポンプと処理、土壌掘削蒸気抽出、気泡浮上、混合物の脱酸素、自然希釈、リスファラージ

メントを用いる事を含んでいる。しかし、これらの技術は汚染サイトに応用されるには、多くの

サイトの特殊条件（ｉ、ｅ、ｐＨ、塩度、硬度、温度、地質、etc．）によって、最適の方法がな

ければならない。そして、多くは、汚染の限定された修復方式でのみ有効に作用することが出来、

しばしば満足な結果を得るには長期、高コストである。 

ＳＰＴＴは容易に、早く、地下法、地上法のいずれでも結果を得られる。広い範囲のＬＮＡＰＬ

とＤＮＡＰＬ‘ｓ汚染に作用し、コストは多くの他の方式に比し、著しく安い。 

 

この文章の目標は、三つの折り目がある。最初に読者に紹介するのは、非イオン界面活性剤（Ｓ

ＡＡ）の分野であり、２番目は軽質又は濃厚な不溶性液相（ＬＮＡＰＬとＤＮＡＰＬ）の空気土

壌の地下水汚染修復システムに対する応用であり、３番目は、ＳＰＴＴと Ivey-sol と名付けられ

た新しい特許修復技術の紹介である。 

要約すれば、ＳＰＴＴは石油製品をマイクロカプセル化する事で水に可溶性で流動的な物質にす

る事を改善した。 

分子レベルの石油の微細カプセル体は非常に小さい流動ユニット（1-1 図）として水中に溶解し

て層中を下方浸透する。 

一度溶解すると、汚染システム中から、より容易に分離できる特許のＳＰＴＴは詳細に検討され

る。これは研究室及びフィールドでのコマーシャル範囲、ケーススタディの効果を含む。 
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２・０ 情報の背景 
界面活性剤（ＳＡＡ），そして、相変換分子、Surfactants,は水と有機溶剤の両方に溶解できる。

この能力は、それらの機能は主として物理的化学的性能である。（図２－１）これらの分子構造は、

Hydrophilic（親水性/混和性）と Hydrophobic（疎水性/非混和性）のグループで構成されている。 

親水性グループは、更に oleophobic（疎油性/非混和性）として知られるものであり、疎水性グ

ループは、olephilic（親油性/混和性）として知られている。化学的性能とＳＡＡ類の反応は、

各分子の機能的グループによってコントロールされている。この点から化学的作用と反応の広域

スペクトラムを観察することが出来る。 

 

         疎水性          親水性 

     界面活性剤（ＳＡＡ）は、親水性と疎水性（親油性）が 

     グループ化している事を示す。 

ＳＡＡの顕著な性能は、二つの液体間又は固液間の表面張力を大幅に減少させる能力である。こ

の能力は、ＳＡＡの極めて薄い濃度に迄拡張される。表面張力は、液体表面に作用する力であり、

同一内容積で最小の表面積をもつ形にしようとする傾向がある。量に関して、表面上の単位長を

横切って現れる力である（図２－３）。これは、表面間の引っ張り力と表面張力として知られてい

る。 

水の場合、水分子は、極性によって強力に結びついている。分子の酸素エンドは、水素エンドよ

り陰性である（図２－３）。この結果、水分子近隣の酸素と水素の原子間は、水素結合と呼ばれる

特殊な引き付け力で結合している。結果的に、エネルギーの主な量は、表面張力に打ち勝ってガ

ス体中に水分子を分散するか開放する為に消費される。 

水の表面張力は、72dyne/cm5 である。ＳＡＡ類は、この値を 30dyne/cm5 以下に減少させる。 

ＳＡＡ分子は、液体の表面張力を打破し、水の様な液体に溶解しないものさえ溶解性物体にする

能力を示す。 

 

 

 

 

 

 

図２－１表面張力が水と共に引っ張る  図２－２水分子の極性 

 

親水性グループが示す基本的ベースで４種の主要タイプ又は、ＳＡＡの種別がある。 

□アニオン     それらは、一つ又は、それ以上の負電荷を持つグループ 

          このグループは、非常に良い洗剤としての能力を有し、普通には、 

          クリーニングに用いられる。 

□カチオン     それらは、一つ又は、それ以上の正電荷を有する。それらは典型的 

          に洗浄能力は低い。然し、殺菌剤、繊維柔軟剤、乳化剤として用い 

          られる。 

□非イオン     それらの名が、包摂（imply）といわれるように、非イオン成分が 

          グループを持っている。これは、ＳＡＡの最大の単一グループで、 
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          化学性能と応用分野の広い範囲に対応している。 

          ＳＰＴＴ mixture は、LNAPL,ＤＮＡＰＬ,循環型芳香炭水化物、 

          （ＰＡＨ類）、トリクロロエタン（ＴＣＥ）、パークロロエチレン（ 

          ＰＣＥ）と他の類似石油製品を選択的に可溶化する独特な能力を 

          持っている。 

□Amphoteric        アニオンとカチオンの両極を有する両方の特性を持つＳＡＡで、 

          中性域で良く作用し、ヘヤ-シャンプー、スキンクリーナー、カー 

ペットクリーナーの様な製品に見られる。 

３．０メカニズム 

ＳＡＡが液中に溶解または、分散した場合、それらは、一つのインターフェースで優先的に吸着

する。この特殊な性能は、目的とする粒子の物理化学的性質に変化を生じさせる。上に示した様

にＳＡＡ分子は、極性水表面に対して凝集力を持つ親水性グループである。 
このグループは、水溶性を保証する。一度非イオンＳＡＡが溶解すると、その親水性グループは、

グループと称するなかに存在する酸素原子の一つ以上で水と結合している（図 
３－１）。疎水グループは、互いに凝集する。 
Surfactant の集合体は、形成される微小体の発生をうながす。この集合体は臨界微細集合体とし

て知られるものである（ＣＭＣ）。ＳＡＡ分子は、水表面でそれ自身整列する。 

親水性グループは水の外側に向かい、疎水性グループは、内側に絞り込まれる（図３－２）。 

この化学的作用は、表面における再引力に起因する。ＳＡＡは、濃度の作用で集合し、微小体は、

ＣＭＣと会えば形成される。 

 

 

 

 

 

 

 

図３－１親水性ＳＡＡと極性水間の作用  図３－２表面整列と水中溶解 

 

ＳＡＡに関して、疎水性（水を引き付ける）グループ非極性分子表面上で、自己整列っする。こ

の事は、石油製品で普通に見られる事である。ＳＡＡは、油分子の周りに集合し、極性水層中に

非極性油を溶解させる微小体を作る。このメカニズムっを通じて土壌から油を持ち上げ取り除き

遊離石油製品を水中に溶解させる（図３－３）。 
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図３－３表面上のＳＡＡの油との間の作用 

    表面で油粒を微小カプセル化する 

 

このメカニズムは、次の様に述べる事が出来る。 

ａ）油／石油製品は、土壌粒に吸着している。水のみではそれを剥離できない。これは、 

  油の表面で水を弾く性質と水に不溶の性質に起因する疎水性の作用である。 

ｂ）ＳＡＡ」の添加で、疎水性グループは、水に弾かれ、土壌中の油に吸引される。 

ｃ）これらの相反する力は、土壌表面から油を離脱させ、水中に遊離させる。一旦溶解刷すると、

処理した時、遊離油は容易に正常化し、水中から分離除去出来る。 

エマルジョンは、遊離油粒とも、水に溶解しているともいう事が出来る。或いは油中に水が懸濁

しているとも、両者が混合されているともいえる。それは、要求されるＳＡＡの濃度と、作用範

囲を確定するエマルジョンのタイプを決定する選択と、添加順序による。 

溶解度は、エマルジョン化に密接に連携している。エマルジョン化された油粒のサイズをより小

さくするには、条件として、油粒と微小体が同サイズである事で達成出来る。一度この条件が満

たされると、油滴は、その化学的性質とこれを保持する機能で、溶媒に溶解しているという事が

出来る。 

微小体を確立する為に、ＳＡＡのＣＭＣが存在しなければならない。ある種の非イオンＳＡＡに

対して、ＳＰＴＴmixture 中にはこれが存在しているので、油製品は低濃度ＣＭＣのＳＰＴＴ

mixture で溶解される。この手順は、ＳＡＡに石油製品の周りに集まってその水溶性を著しく増

加させるようになる。この独特な性能は、環境から油製品を取り除く事を効果的なコストで短時

間で可能にしている。低濃度ＳＰＴＴでＮＡＰＬ汚染をエマルジョン化せず除去処理することも

出来る。 

 

４，０選択的層間移動テクノロジー（ＳＰＴＴ） 

選択的層間移動テクノロジーは、１，０章にアウトラインは紹介されている特許技術である。テ

クノロジーは、1993～1998 の間に開発された。これは、地方大学のフィールドテストを行う研究

スタッフと広範囲の協力で行われた。５年間の努力の結果は、２件の特許プロセス（ＩＮ－ＳＩ

ＴＵとＥＸ－ＳＩＴＵ）と４件の特許溶液を生み出した。ＳＰＴＴ 

mixture は、高度に特化された非イオン界面活性剤の複合体である。これらの特別な溶液は、環

境に関わる広い範囲のＩＮＡＰＬとＤＮＡＰＬ各々の混合物の選択的な溶解を可能にする。結果

は、ラボとフィールドテストの両方で、空気、土壌、地下水の汚染除去修復に対して効果的な解

決法である事を証明している。この章では、応用の前途、範囲、可能領域の導入に関する情報に

つき論じたい。 

４－１技術の共通項目 

或る共通項目は、テクノロジーに関し、下記に列記されている。 

これらは、フィールド性能、ラボテスト及び発見、顧客と法規制その他による作業結果のフィー

ドバックを基礎としている。 

□ 油汚染に対する SPTT の応用は、ポンプ能力と処理段取りを７５％アップする 

□ 汚染地域の９０～９５％は１８ケ月以内に清浄化される。 

□ 中小規模の汚染現場の平均浄化期間は、１２ケ月以内である。 
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□ CANADA(州環境局)と USA(環境保護局)での使用が評価され、承認されている。 

□ 溶液は高度に生分解性である。（２７日以内に９７％分解）この為環境残留性がない。 

□ 一般的に毒性がなく陸上使用・海岸投入の何れも安全である 

□ 処理サイトから揮発する揮発性有機化合物の減少が観察される。 

□ 適用による地下水ポンプと処理施設への阻害性はない。 

□ 他の汚染除去修復技術との組み合わせ使用が可能である。 

□ 塩分、硬度、ｐH、汚染タイプ、Red-ox potential,汚染濃度、に影響されない。 

□ NAPL 汚染の化学構造を変化させない。環境サイトが求める最適の処理技術として無限の適用

範囲を持つ。（即ち、過酸化水素の注入、生分解、脱酸素）等は、目的にする NAPL の化学構

造を変化させる。更に、SPTT は NAPL の化学構造が変化した時に発生する望ましくない副生物

の発生がない。 

炭水化物分析に影響するマトリクス(マスキング)効果は生じない。（即ち、溶剤抽出／ＧＣ－ＦＩ

Ｄパージと捕集、GC-MS,GC-FID） 

４－２IN-SITU 適用 

テクノロジーの IN-SITU 適用は、空気、土壌、地下水の LNAPL と DNAPL 汚染に適用可能である。

一度サイトを調査し、サイトの条件（地下水水質、汚染している部位の輪郭、地質）を知り、SPTT

注入の為の噴射パイプと井戸が、サイト内に適切に設置出来ることを確認する。普通は、砕石の

通気性の床に PVC パイプ（１００Ф／４インチ）を用いる。 

SPTT が注入されると、汚染と効果的に接触し、soil matrix making を通じ、SPTT を駆動するた

めの水頭を作り、プレセットされた容積の水で洗われる。 

SPTT に接触すると、汚染はマイクロカプセル化され、soil matrix から遊離し（非飽和域）、地下

水層に溶解する。溶解すると、流動化し、サイト中の揚水井戸（処理井戸）で急速に汲み上げて

処理される。若し、浮遊物質が地層内に存在する場合、溶解され、揚水井戸付近で処理される。 

テクノロジーの特殊な応用として、建築物基礎下の汚染除去がある。基本的に覆い被さった基礎

下の汚染除去の殆どの場合、潜在的構造的不備により失敗することが多い。ＳＰＴＴは、土壌の

掘削に替わる有用性が認められた。掘削された基礎床を貫通した噴射井戸を 

通じて噴射されるＳＰＴＴは、堀上処理に比して有効であることが証明された。 

ＳＰＴＴ処理の間、地下から蒸散している有機揮発成分は急速に減少している。ＳＰＴＴ 

は、地下に潜在している揮発ガスの分子と相互作用で、カプセル化し、ガス化能力の根源である

蒸気圧を低減させる事により、蒸散を効果的に減少させている。ＳＰＴＴmixture は、金属、塩

度、ｐＨ、汚染タイプ、濃度、地質によって阻害されない。効果的に処理される土壌のタイプの

範囲は、（Ｋ＝１Ｘ１０Ｘ１／１００００００ｃｍ／ｓｅｃ）迄の浸透性のシルト質土壌を含む。

砂と砂礫（Ｋ＝１Ｘ１０Ｘ１／１０００ｃｍ／ｓｅｃ）迄含んでいる。 
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図４－１ＩＮ－ＳＩＴＵ ＳＰＴＴ 噴射、汚染カプセル、可溶化及びサイト中の修復井戸の移

動 

４－３責任の輪郭 

ＩＮ－ＳＩＴＵ処理の間、溶解された汚染濃縮物質はＳＰＴＴ噴射の範囲で増加する。  

この責任の条件は、プロジェクトの期間を超え、時間と濃度の両方に帰属し、“Response 

Profile”とよばれる関係に帰属する。全てのサイトは、この“Response Profile”現象で示され

る。濃度の山と谷は、全期間、噴射の連続に対する直接の結果として観察される。 

“Response Profile”は、又、全サイトを通じて時間と濃度で変化する。汚染集合にスパイクす

る各噴射が観察される。濃縮に続いて起きるスパイクの集中は、最初の汚染の固まりが結果的に

除去されサイトの再生が実現されるように崩壊する傾向にある（図４－２）。 

いろいろなサイト毎にみられる変化は、サイト、地質、水勢地質、汚染タイプ、濃度、噴射ガレ

リー（ＩＧ）と噴射井戸（ＩＷ）の場所と数、ポンプと処理法の特性等多くの条件変化に関連す

る。 

除去修復作業開始からの３ヶ月かんは、ＳＰＴＴ噴射量を多く使用し、濃縮結果も最初のサイト

条件から僅かしか低下しない。この開始時の反応は、“初期潜在反応”と名付けられ、ＳＰＴＴ適

用のサイト条件による効果をテストする期間である。このテスト期間は、汚染が適切にコントロ

ールされるかを確認し、ＳＰＴＴ適用条件の修正を行う期間である。これによって完全にコント

ロールされ、効果的な適用を把握出来る。この“初期導入期”は、適用によって将来得られる利

益を利害関係者が理解出来る期間でもある。 

一ヶ月毎にサイトから目に見える程の初期汚染除去があるなら、ＳＰＴＴ噴射法を適用すべきで

ある。その後更に多くのＳＰＴＴプロジェクトを引き受ける事が出来る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－２汲み上げ井戸での全期間のＳＰＴＴ噴射による濃縮の Response Profile 
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４－４カプセル化の効果 

殆どのＳＡＡ類は、臨界微小集合体として知られる。強固な微小体を形成出来る前に溶液中で臨

界微小体を呈する。ＳＰＴＴmixture 内の分子は、有機分子を凝集する事が出来る（即ち部分的

カプセル化）。ＣＭＣの下で濃縮井戸で水に溶ける様にする（図４－３）。これは、ＳＰＴＴmixture

中の各ＳＡＡ分子の化学的性質の関係である。サイト修復の間、有機汚染物質の部分的カプセル

化は、優勢である。 

                カプセル化効果 

 

 

 

低位から中位へ                  完成 

   図４－３井戸下でのＳＰＴＴの油滴の凝集、臨界微小体集合が汚染を水に溶解する 

サイト浄化の間に用いられるＳＰＴＴ濃度は、サイトでの地下水処理に入り込み作用する水中の

非常に低い濃度に帰結される。 この事から、処理容量を超過した様な場合、処理システムの性

能と作用に於ける負の効果に対し防護する作用をする。その事は、他のＳＡＡが有効に作用する

為にＣＭＣを求める事で経験されている。これは、実地適用中に検証されている。 

４－５ 

選択的微小カプセル化は、ＳＰＴＴの独特の特性である。これは、有機分子に引き寄せられた各

ＳＡＡ分子による疎水性（油に引き寄せられた）グループの機能である。機能的疎水性グループ

が変化する時、有機分子各ＳＡＡのタイプまたはクラスは、凝集性に対する親和性を持っていて、

微小体の形成形態が変化する。ここで、選択性が目的とする有機成分に適した親和性を持ったＳ

ＡＡ類の混合にＳＰＴＴが関与する。 

選択性で、ＳＡＡ類の適用類型化は、ガソリン、ディゼル、モーターオイル、Ｃ重油、ＭＴＢＥ，

ＰＡＨ類、ＴＥＣ，ＰＥＣ、ＰＣＢとＣＴＥＴ（図４－４）の様な特殊なタイプの有機成分に対

する特殊な適用を発展させて来た。 

             汚染の選択的微小カプセル化 
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図４-４ 疎水性グループの関与によるＳＰＴＴの選択的微小カプセル化 

ＬＮＡＰＬとＤＮＡＰＬ有機汚染の特殊タイプとクラスの修復のために四つの基本的なＳＰＴＴ

mixture が、標準化されている。最初の研究は、ＬＮＡＰＬ類を焦点とし、ＰＡＨ類と選択的Ｄ

ＮＡＰＬ成分を含む汚染に拡張された。選択性の部分的抜粋は、基本的ＳＰＴＴmixture４－１表

に記載されている様に達成された。加えて、この表にリストアップされている溶解濃度のある物」

は、水中の選択的有機汚染に対応している。 

Ｃｏ－ＳＡＡ効果は、ＳＰＴＴのテスト開発中に実現された。或る有機汚染中で、水を媒体とし

て第１、第２、第３と添加されたＳＡＡ成分単独の汚染カプセル化容量の合計よりＳＰＴＴ

mixture の汚染カプセル化全容量の方がより大きい事がいえる。Ｄｏ－ＳＡＡ効果は、Ｃ６～Ｃ

１１（即ちガソリン）、中範囲Ｃ１１～Ｃ２１（即ち燃料油とディ-ゼル）と重質Ｃ２１（即ちＣ

重油）の三つの主なハイドロカーボン範囲に対する選択的ＳＰＴＴの適用の発展をリードして来

た。特にＳＰＴＴは、日々集積されたラボと実地の結果に基ずいた広い範囲の商業的適用の範囲

を持っている。これは、ＬＮＡＰＬとＤＮＡＰＬに限定されたものでなく、空気、土壌、地下水

の汚染除去修復、脱油脂、油クリーニング、油回収の増強（oil-sand/oil/shale、）海岸の分散漏

洩油、海岸線の漏洩油の清掃、医学用途好物浮選、工業的、化学的、臭気除去／コントロール、

錆除去。 

             表４－１適用と選択 

 

有機汚染     SPTT01   SPTT02   SPTT03   SPTT04    水溶可濃度 

                      ppb/ug/l-ppb 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

４－６ＥＸ－ＳＩＴＵ 

ＥＸ－ＳＩＴＵ ＳＰＴＴ 手法が、汚染土壌掘削処理処理の非加熱処理法として開発され、特
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許化された。プロセスは、特許の牽引脱水ユニット（図４－５）を使用する。これらは、ＥＸサ

イト処理ユニット（ＥＴＵｓ）と呼ばれる。 

各ユニットは、約３０ｙｄзの汚染土壌を一日二回転処理出来る。これは、一ユニット当たり一

日９５～１１５屯の処理量と計算出来る。この方式の利点は、汚染土壌処理量が計測出来、土壌

が発生現場で処理される事である。更に搬出処理や廃棄処理より低コストで処理出来る。このプ

ロセスはＫ＝１Ｘ１／１０００と１Ｘ１／１０００００の間の土壌タイプの範囲で効果的である。 

現場適用の典型として、二個のＥＴＵｓを３ｍ間隔で併設し、各ユニットは、高容量ポンプ、関

連ホース、と機器をを備えている。汚染土壌は、掘削し、地上に積み置かれ、処置材料とする。

それを各ＥＴＵｓに運び、投入される。投入後ＳＰＴＴを水と混和し、土壌の６５～８０％の含

水率で飽和するまで含水させる。ＳＰＴＴの濃度は、土の汚染レベルとプロジェクトの浄化目標

値によって決定する。土壌は、４～６時間処理され、ＳＰＴＴ水溶液は、石油ハイドロカーボン

をカプセル化し遊離溶解しながら土壌床を循環する。 

処理が完了すると、汚水は、高度な脱水能力を持った、処理ユニットに容易に急速に排出される。

汚水は、直接処理されるか、貯留して後で纏めて処理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－５ＥＸ－ＳＩＴＵ 処理ユニット 

処理済み土壌は、ＥＴＵｓのダンプ機能で、排出され、処理土壌ストックヤードに留置される。

ＥＴＵｓは、ダンプ作業完了で、次の処理サイクルにリセットされる。処理土壌は、スクリーニ

ングにより浄化の完了を法規レベルで達成している事を確認する。 

処理済み土壌は、プロジェクトの趣旨により、搬出するか、源位置に埋め戻すかする。 

５，０結論 

選択層移動テクノロジー（ＳＰＴＴ）は、ＬＮＡＰＬとＤＮＡＰＬ、有機汚染、ＭＴＢＥ，の様

な手におえない成分を含む非常に広い適用範囲を持っている。 

ＩＮ－ＳＩＴＵかＥＸ－ＳＩＴＵかの二者択一で、このテクノロジーは、与えられたサイトと汚

染に対する最適のテクノロジーを選択出来る。 

ＳＰＴＴは、他のテクノロジー（即ちｐＨ変化，高塩度、硬水化、温度変化、金属溶解、酸電位

低下、地質的、複合汚染、高い汚染レベル）等の負の影響を環境に与える様な著しい作用が無い

利点を有する。化学的置換（生物的又は他の修復法が基礎にしている化学酸化）に反応しない難

処理成分は、ＳＰＴＴの使用で容易に溶解し、土壌と地下水から分離 

浄化出来る。 

有利な環境と人体健康へのテスト結果で、高度な生分解性（９７％２７日以内）により、最も環
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境に優しいテクノロジーとなっている。この二つの機能は、低コストで、短処理期間でサイトを

１８ヶ月以内で９５％以上浄化し、更に小さいサイトでは、１２ヶ月以内で浄化出来る事を示し

ている。 

  

 


